レンズを見つめるとはどういうことか : 都市・映像・他者 by 下澤 和義










































































































































に期せずして（4 回に 1 回の割合いで）彼の映像が入り込んでいるということは、首都の空間
におけるそのスペクタクル的な遍在性と神格化をうかがわせるにたるものである。 
このように『北京 1966』における眼差しの諸相を見てくると、例えば言説において言表
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